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２０２０年度 第３９回 北海道中学生新人バドミントン競技選手権大会
Ｑ ＆ Ａ 北海道バドミントン協会

開催要項等が北海道協会のＨＰに掲載されてから、これまでに沢山の質問や要望が寄せられまし
た。今大会は、すべての大会関係者の健康と安全を守る、新型コロナウイルス感染症に感染しない
・させない、クラスターを引き起こさない、ことも根底にある考えのひとつです。
また、この大会の成功が今後の各カテゴリー全ての大会の実施にもつながります。今大会が安全

で無事に終われるように、大会に関わる全ての方々の御理解と御協力をお願いします。

① 団体戦の登録枠が１０名になっているが、５～７名か。
→ 選手の登録人数は、例年通りに５～７名です。

② 個人戦のみに出場する学校で、１校から複数の選手が出場する場合の引率者登録は。
→ シングルスの場合は１人の選手につき引率責任者は１名、１校から２人出場の場合の引率責

任者は２名以内でお願いします。体育館の収容人数の関係で密を避けるため、極力、引率人
数を抑えてください。

③ ダブルスの引率は、選手１名につき１名でよいか。
→ 「１組」につき「１名」の引率責任者でお願いします。

④ 「保護者承諾書」は監督保管でよいか。
→ 「保護者承諾書」は、全道大会に出場する全ての選手を対象に、保護者が記入・押印
→ 監督に提出 → 監督は各選手分のコピーをとって保管。原版は各地区協会の申込責任者へ

送付 → 監督は、大会当日に何かあった場合に備えて会場へ持参としてください。
※ 各地区協会の申込責任者は、申込書等と一緒に北見地区協会へ送付します。

⑤ 引率の「保護者等」は、父母以外に、親戚、成人した兄弟姉妹、外部指導者登録していない
成人（ジュニアチームのコーチなど）でもよいのか。

→ 個人戦において、引率責任者の不在が選手が最も困ることですので、例年通りに可とします。
但し、できるだけ敗者監督審判への御協力をお願いします。

※ 団体戦は、当該校の教員が監督となり、引率責任者になります。

⑥ 参加料納入後に大会が中止になった場合、返金はあるか。
→ 大会初日の９日(金)の朝に、各地区協会代表の方に地区分を一括して「受付にて納入」して

いただきます。全道大会までに、受付に納入していただく代表者の方を各地区で決めておい
てください。
なお、納入後に大会が中止になった場合は、各地区の申込とりまとめの方を中心に選手へ

返金していただくことになります。北見地区協会にお願いすると、膨大な作業量と負担にな
りますので、御理解と御協力をお願いします。

⑦ 毎回、協会担当者が数名敗者審判等の手伝いで派遣しているが、今回協会担当者として参加が
可能かどうか。

→ コロナの関係で、できるだけ入場制限しなければなりません。敗者審判は当該校の監督・マ
ネージャー・コーチ、または、同じ地区内で協力して行うようにしてください。
また、登録された方は全てＩＤを付けることになり、ＩＤが無い方の会場の出入りはでき

ません。

⑧ 複数の学校の外部コーチとなっている方について
・クラブチームには複数の学校が所属しています。外部コーチがＡ中学校とＢ中学校の個人戦選手
のコーチングシートへ座るためには両方の学校の引率責任者とならないといけないのでしょう
か。選手 1 名あたり引率責任者１名までの原則は当然守りますので、下の例のＢ中学校のような
形を認めていただけないでしょうか。（実情として、Ｃ地区とＤ地区の両方の中学校の外部コー
チをしている方がおり、現実的に２校同時の引率責任者が難しいです。）

（例）Ａ中学校選手 コーチ（引率責任者）→コーチ（コーチングシート）
（例）Ｂ中学校選手 保護者（引率責任者）→コーチ（コーチングシート）
→ 必ず関係するどちらかの選手のコーチ・監督等に登録してＩＤを取得できるようにしてくだ

さい。登録できれば、できるだけ選手の不利益を解消するために可とします。但し、個人戦
のコーチングシートは１席しか設けませんので御理解をお願いします。

⑨ 団体戦の試合日に、個人戦の選手や監督、コーチが会場に入って参観することは可能なのか。
⑩ 個人戦初日に負けた選手、監督、コーチが、最終日に会場に入って参観することは可能なのか。
→ ・原則として、試合等がなければ関係者以外は会場からの退館をお願いします。

・負けたチームや選手は、自校の全ての試合や審判が終了した時点で大会本部にＩＤの返却
をお願いします。
※ 初日・最終日に表彰等がある場合を除く。

・但し、⑨・⑩とも、貸切バス等での移動等により団体行動を強いられ、やむを得ない場合
に限って「ＩＤ」がある方のみ可としますので、必要に応じてＩＤをお持ちください。

・同一校から複数の選手が個人戦に出場しており、⑨・⑩の状況の場合も可としますが、こ
れも「ＩＤ」がある方のみとします。但し、応援は不可(あくまでも観戦のみ)とし、関係
者以外は競技アリーナに入れません。
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⑪ 負けてしまった場合は基本的に会場を去る形ですが、団体行動の関係で会場内にいる場合、ＩＤ
所持者のみとなっていますが、その都度大会本部への報告等必要か。

→ 本部への報告の必要はありません。会場内では必ずＩＤを付け、密を避けてください。

⑫ 登録した監督(保護者登録)が当日体調が悪くなった場合、父→母へなど、当日の変更は可能か。
※ 「選手・監督等変更届」について
・変更が必要な場合は、団体戦・個人戦共に原則として９日(金)の朝８：３０までに「選手
・監督等変更届」を受付に提出（または、事前に北見地区協会事務局に送付）とします。

・「選手・監督等変更届」は後日、北海道協会ＨＰに掲載します。
・急な変更をしなければならなくなった個人戦の場合に限り、その日の朝８：３０までに
「選手・監督等変更届」を「大会本部」に提出してください。変更が必要だと認めらる
場合は可とします。

・「選手・監督等変更届」への記入について
（変更前の）監督が記入 → （変更前の）監督の捺印 → 大会初日の９日(金) [個人戦の
場合は変更が必要になった日] の朝、変更後の監督が８：３０までに受付に提出。

・選手、マネージャーやコーチの追加はできません。
・監督等が大会当日に体調を崩した(発熱・風邪症状)などの急な場合は、会場へは入場せず、
当該校の別に登録されている方や、同じ地区の中で対応をお願いします。

・「選手・監督等変更届」への捺印は、変更前の監督の私印で構いません。

⑬ 道立北見体育センター「入館届」について
→ 今のところ、各種目の組合せと一緒に道協ＨＰに事前に掲載を予定していますので、会場に

入るすべての方に毎朝、受付にて提出していただくことになります。

⑭ 各会場での入場前の検温について
→ 今のところ、宿泊先等で検温していただき、「入館届」に記入して提出していただきますの

で、両会場とも玄関での検温はしない予定です。開場前にアップなどをして体温が上がって
ている状態でも、宿泊先での朝の検温で発熱等がなければ入場できます。

⑮ 個人戦のみ出場の選手及び引率責任者について、個人戦のみ出場の選手、及び引率責任者は、
初日（９日）会場入りせず、２日目（１０日）からの参加でも良いか。

→ 可とします。但し、道協ＨＰに掲載されている開催要項の他、各種資料について、必ず事前
に熟読と御理解をお願いします。また、９日の朝に競技や運営、会場等に関わる確認・お願
いなどの重要事項を放送する予定です。それらの内容について、９日から参加している監督
等を中心に、必ず各地区で情報を共有するようにお願いします。

⑯ 「提出書類A（学校用確認シート）」は、個人戦の選手も初日に提出することになっているが、
２日目から参加する学校も初日に提出する必要はあるか。それとも「大会参加費」と同様に
地区代表者が初日に提出する形で良いか。

→ 大会２日目：１０日(日)の朝に、受付にご提出ください。但し、大会初日より２週間前
（１２／２６～１／８）までに３７．５℃を超える熱、咳、のどの痛み、倦怠感の欄に
「有」とした場合、または、新型コロナに感染した、濃厚接触者になったなどの場合は、
必ず判明した時点で、速やかに北見地区協会事務局までお知らせください。

⑰ 参加細則3-①について、個人戦のインターバル時のサイドコーチは、引率責任者のほかに、
（他校のコーチとして）会場入りしている外部コーチが指導することは可能か。

→ ・可とします。但し、コーチングシートは１席しか設けません。
・インターバル時のサイドコーチは一度に２名以内。
・コーチングシートに入れない場合は、２階観覧席で密を避けて距離をとりながら試合を見
ていただき、インターバルのタイミングを見計らって競技アリーナへ降りてインターバル
時のみサイドコーチをする。

・インターバル終了後は、速やかに観覧席へ戻る。観覧席からの応援は拍手のみとし、コー
チングは不可とします。

・会場内では何処にいても常にＩＤを付けた状態でお願いします。
・試合進行中の選手の関係者のみ競技アリーナで観戦し、終了後は速やかに退室する。これ
が可能かどうかは検討中。

⑱ ゼッケンについて
→ ２年生はこれまで通りに古いものでも可、１年生は大会運営規程 第２４条に基づいたもの

を使用してください。

■お願い■
２Ｆ観覧席はとても狭く、十分な応援スペースが取れずに密になりやすくなります。

複数で固まっての観戦は避け、必ず隣の方との距離を１ｍ以上は保つようお願いし
ます。また、トイレやロビー、待機場所等の人が集まりやすい場所についても同様
にお願いします。


